
　　　　　　　　　　　

「ぴあ介護相談員」を紹介します！
■ぴあ介護相談員とは
　市内の介護施設を訪問し、利用者からの相談や話を
聞き、施設や市との橋渡しをするボランティア活動です。
　施設の雰囲気、職員の利用者への接し方など介護相
談員の気付きを通して、利用者の生活全般に関わるサー
ビスの向上につなげていきます。
　正式名称は「介護サービス相談員」となっていますが、
本市ではラテン語の「平等」とい
う意味の「Ｐ

ぴ あ

ｅｅｒ」をとり「ぴ
あ介護相談員」の愛称で活動して
います。
■活動内容について
　月に１～２回介護施設を訪問し、利用者からの相談
や普段の生活など、お話ししたことについて、施設の
職員へ報告を行います。

■ぴあ介護相談員を募集しています！
　本市では、毎年ぴあ介護相談員の募集をしています。
訪問活動をするまでに大阪府で開催される養成研修が
ありますので、どなたでも安心して活動いただけます。
※詳しくは、28ページをご覧いただくか、お問い合
わせください。

高齢介護課（内線178）

６
月
は
食
育
月
間
で
す	
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皆
さ
ん
は
何
気
な
く
毎
日
の
食
事
時
間

を
過
ご
し
て
い
ま
せ
ん
か
。「
好
き
な
も

の
ば
か
り
食
べ
る
」「
夜
遅
く
に
食
事
を

す
る
」「
お
酒
を
飲
み
す
ぎ
る
」
な
ど
食

生
活
の
乱
れ
や
偏
り
が
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
２
０
０
５
年
、
食
育
の
基
本
的
な

理
念
を
示
し
た
「
食
育
基
本
法
」
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。「
食
育
」
と
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
経
験
を
通
じ
て
、「
食
」
に
関
す
る

知
識
と
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
「
食
」
を
選

択
す
る
力
を
身
に
付
け
、
健
全
な
食
生
活

を
実
践
で
き
る
力
を
育
む
こ
と
で
す
。

　
あ
な
た
の
食
生
活
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
健
康
を
維
持
し
、
病
気
を
予
防
す
る

た
め
に
は
「
3
食
・
楽
し
く
・
バ
ラ
ン
ス

よ
く
」
食
べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
基
本

の
主
食
（
ご
は
ん
・
パ
ン
・
麺
類
な
ど
）・

副
菜
（
野
菜
・
キ
ノ
コ
・
海
藻
な
ど
）・

主
菜
（
肉
・
魚
・
卵
・
大
豆
な
ど
）
を
組

み
合
わ
せ
た
食
事
だ
と
バ
ラ
ン
ス
が
良
く

な
り
ま
す
。
特
定
の
食
材
だ
け
を
か
た
よ

っ
て
食
べ
る
の
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

食
物
を
組
み
合
わ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
食
事
は
栄
養
だ
け
で
な
く
味
（
味
覚
）

や
色
（
視
覚
）
な
ど
の
五
感
も
刺
激
し
ま

す
。
色
の
バ
ラ
ン
ス
も
と
れ
て
い
る
と
お

い
し
そ
う
で
、
食
欲
が
湧
き
ま
す
。
1
日

の
食
事
の
中
で
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
な
く
て

も
2
～
3
日
の
間
で
、
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く

な
る
よ
う
に
心
が
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
右
図
は
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
で

す
。
１
日
に
「
何
を
」「
ど
れ
だ
け
」
食

べ
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
目
安
を
示
し
て

い
ま
す
。
こ
の
コ
マ
は
食
べ
る
量
の
目
安

を
料
理
で
表
し
て
い
る
の
で
、
外
食
の
多

い
人
も
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

本
市
で
は
食
育
月
間
に
合
わ
せ
て
保
健

セ
ン
タ
ー
で
健
康
に
関
す
る
情
報
を
展
示
し

て
い
ま
す
。ま
た
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
健
康
相

談
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。こ
の
機
会
に

あ
な
た
の
食
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

保
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ン
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ー
〔
☎
(28)
５
５
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〕

ごはん(中盛り)なら
４杯程度

野菜料理５皿程度

肉・魚・卵・大豆料
理から３皿程度

牛乳なら１本程度

みかんなら２個程度

■やりがいや活動について
・席が決まっている食堂で食事をする際、
自分にだけ冷房があたって寒いという利
用者の声を施設に伝えました。その結果、風量調節
や机の位置を調整することにつながり、職員も気付
かなかったことを気付くきっかけになり、施設との
橋渡しを行うことができました。
・利用者さんが、私（相談員）と会えることを心待
ちにし、次回の訪問はいつか聞いてくれたときに喜
びを感じます。
・施設の人に「〇〇さんがあんな風に楽しそうにお
話ししているのを久しぶりに見ました」と言っても
らったときはやっていてよかったと思いました。
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